
MAT Athle32 Manual 

自動番組（組レーン指定番編）機能 

すでにプログラムができあがっている場合や Excelなどの表計算ソフトにより組分けが済んでいるデー

タから Athle32 陸上システム用データを作成するような場合に、競技者マスターCSV・リレーマスター

CSV データにあらかじめ決められた組・レーンを指定（登録）してデータ読み込みを行い、番組編成を

簡潔に終了する方法について解説します。 

 

 

データ形式 

▼個人（競技者マスターCSV） 

これまでの競技者マスター各項目に加え、新たな ID として「組を数字又はアルファベットで表したも

の 1 桁」と「レーン（オーダー）順を数字 2 桁で表したもの」を、種目１「S1」に対して「K1」、種目

２「S2」に対して「K2」、種目３「S3」に対して「K3」、種目４「S4」に対して「K4」で指定して出場種

目毎に登録します。 

 

    * ID 項目名                       有効桁     説明                    

      K1…S1 に対する組･ﾚｰﾝ/ｵｰﾀﾞｰ順情報    3 桁         K1～4 については以下の解説を参照 

      K2…S2 に対する組･ﾚｰﾝ/ｵｰﾀﾞｰ順情報    3 桁         組･ﾚｰﾝ/ｵｰﾀﾞｰ順をあらかじめ指定可能 

      K3…S3に対する組･ﾚｰﾝ/ｵｰﾀﾞｰ順情報    3桁         この機能を使用する場合は番組編成の際 

      K4…S4 に対する組･ﾚｰﾝ/ｵｰﾀﾞｰ順情報    3 桁         「自動番組」にチェックをつける 

 

 

 ★K1～K4（出場種目に対する組･ﾚｰﾝ/ｵｰﾀﾞｰ情報）3桁の内訳 

   123 

   krr     例：1組1ﾚｰﾝを指定する場合→「101」、11組5ﾚｰﾝを指定する場合→「B05」 

【記号の意味】 

   k  組情報1桁。最大61組まで指定可能。組に対応した値を設定する（組と設定値対応表参照）。 

  組と設定値対応表  注）決勝のみの場合は「1」を入力して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21  

 

 

 

 

 

 

 値 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F G H I J K L 

組 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 

値 M N O P Q R S T U V W X Y Z a b c d e f g 

組 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61   

値 h i j k l m n o p q r s t u v w x y z   

rr  ﾚｰﾝ/ｵｰﾀﾞｰ情報2桁。01～99ﾚｰﾝ/ｵｰﾀﾞｰまで指定可能。省略した場合ﾚｰﾝ/ｵｰﾀﾞｰは抽選される。  

 

 

選手重複なし型の場合の例 

Excel 等表計算ソフトで作製する場合 
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CSVデータをメモ帳等テキストエディタで参照した場合のデータ 

DB,N1,N2,SX,KC,MC,ZK,S1,S2,K1,K2 

790928229,新岡 慶介(3),ﾆｲｵｶ ｹｲｽｹ,1,01,013390,101,09200 05208     05,101,101 

791122012,宇野 裕也(3),ｳﾉ ﾕｳﾔ,1,01,013553,102,00200 0001123   04,00300 0002241   04,203,104 

790611024,有山  隆(3),ｱﾘﾔﾏ ﾀｶｼ,1,01,013553,103,, 

800101034,吉野  悟(2),ﾖｼﾉ ｻﾄﾙ,1,01,013553,104,, 

810716123,奥山 健一郎(1),ｵｸﾔﾏ ｹﾝｲﾁﾛｳ,1,01,013553,105,03700 10704     05,,104, 

820303234,佐藤 直子(1),ｻﾄｳ ﾅｵｺ,2,01,013553,101,00200 0001432   05,,105,, 

 

CSV データインポート後の競技者マスター編集画面では、出場競技の詳細を表示すると「自動番組情報」

の欄に読み込ませた「組」「レーン／オーダー」が登録されています。ここから編集も可能です。 
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▼リレー（各リレーマスターCSV） 

これまでのリレー各項目に加え、新たな ID として組を「KM」、レーンを「LN」で指定してチームごとに

登録します。 

    * ID 項目名                   有 効 桁      説明                    

      KM…組指定                     ２桁           1～99 の数値で指定 

      LN…レーン指定                   ２桁           1～99 の数値で指定（通常使用では 1～9） 

Ａ）横形式（従来式） 

「KM」「LN」列を追加することで組・レーンが指定できる。 

Ｂ）縦形式（2007 年からの新方式） 

 

 

チーム行に「KM」「LN」列を追加することで組・レ

ーンが指定できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リレーエントリー画面では「組」「レーン」項目に値がセットされ、チーム編集画面で登録・編集する

ことができます。 
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番組編成 
番組編成は個人種目・リレー種目ともに共通です。 

番組編成時は「自動番組」にチェックを付ける必要があります。「K1」「KM」「LN」項目が登録されてい

る場合でも、この「自動番組」にチェックを付けなければ自動番組機能は有効になりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番組編成のマニュアル操作画面が表示されると、読み込んだ CSV データで指定した通りの組レーン順に

並んでいます。 
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番組編成一括実施機能も使用することができます。 

※番組編成一括実施機能を使う場合には、【マスターメンテナンス】－【11.競技時刻一括設定】にあら

かじめラウンドと組数情報を登録しておく必要があります。 

 

「番組編成」－「一括実施」ボタン 

「最初から組み直します」にチェック－「組分け条件指定」を選択－「組レーン指定（自動）番組」に

チェックを入れ、配置レーンを選択して自動番組を実施したい競技の先頭欄に「●」を付けます（また

は「全選択」ボタン）。 

 
【実行】ボタンをおすと、自動的に番編が始まり、番組編成画面を「開いて」「閉じて」を繰り返して

選択した全ての競技の番組編成を行います。終了後はコンソーラーで組分け状況を確認してください。 
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